
テーマ別シンポジウム | 健康福祉研究部会：【課題Ｃ】 運動不足（不活動）に伴う心身機能の低下をいか
に予防するか

2022年9月1日(木) 17:00 ~ 18:50 | 第1会場 3号館3階301教室
健康福祉研究部会【課題C】テーマ別シンポジウム／オンライン化で得られる健康、失う健
康

コーディネーター：大槻 毅（流通経済大学）
コロナ禍が始まって約1年半後に実施された昨年度のシンポジウムでは、研究者や職能団体の立場から見た
健康づくり運動の現状や課題、教育・指導現場における個々の実践事例を紹介して頂いた。その後、感染状
況は刻一刻と変化する一方で、エビデンスの集積は着実に進展している。そこで本年度は、オンライン化を
はじめとする新しい生活様式が心身の健康にどのような影響を及ぼしているかを、異なる専門領域の研究者
による多様な視点で評価するシンポジウムを企画した。まず、中高年における健康・体力の現状と課題を疫
学調査により俯瞰したうえで、オンライン化、ソーシャル・ディスタンシング、マスク着用、三密回避等に
より健康づくり運動の場がどのように変わったのか、それらを運動の実践者・指導者がどのように捉えてい
るか等を紹介して頂く。これらを通じ、新しい生活様式のメリットを活かし、そのデメリットを最小限にし
て中高年の心身機能低下を予防する方法を考えたい。

[健康福祉-SC-1] 身体活動に対するCovid-19の影響とオンライン運動教室の実現可能性
*甲斐 裕子1 (1. 公益財団法人明治安田厚生事業団体力医学研究所)

[健康福祉-SC-2] 高齢者のADLを維持することを狙いとする運動方法の模索
*竹島 伸生1 (1. 朝日大学保健医療学部健康スポーツ科学科)

[健康福祉-SC-3] 「体験」と「健康」の捉え方
*久保 正秋1 (1. スポーツ＆レジャー研究所)
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健康福祉研究部会【課題 C】テーマ別シンポジウム／オンライン化で得ら

れる健康、失う健康
コーディネーター：大槻 毅（流通経済大学）
2022年9月1日(木) 17:00 〜 18:50  第1会場 (3号館3階301教室)

コロナ禍が始まって約1年半後に実施された昨年度のシンポジウムでは、研究者や職能団体の立場から見た健康づ

くり運動の現状や課題、教育・指導現場における個々の実践事例を紹介して頂いた。その後、感染状況は刻一刻

と変化する一方で、エビデンスの集積は着実に進展している。そこで本年度は、オンライン化をはじめとする新

しい生活様式が心身の健康にどのような影響を及ぼしているかを、異なる専門領域の研究者による多様な視点で

評価するシンポジウムを企画した。まず、中高年における健康・体力の現状と課題を疫学調査により俯瞰したう

えで、オンライン化、ソーシャル・ディスタンシング、マスク着用、三密回避等により健康づくり運動の場がど

のように変わったのか、それらを運動の実践者・指導者がどのように捉えているか等を紹介して頂く。これらを

通じ、新しい生活様式のメリットを活かし、そのデメリットを最小限にして中高年の心身機能低下を予防する方

法を考えたい。
 

 

身体活動に対する Covid-19の影響とオンライン運動教室の

実現可能性
*甲斐 裕子1 (1. 公益財団法人明治安田厚生事業団体力医学研究所)

＜演者略歴＞ 

筑波大学大学院体育研究科を修了後、九州大学大学院人間環境学府を修了し、博士（人間環境学）を取

得。2004年より体力医学研究所に勤務（2020年より現職）。専門は運動疫学。自治体や企業と協力して、身体

活動促進や座りすぎ是正のポピュレーションアプローチについて研究。日本運動疫学会理事、日本健康支援学会

理事。

 
コロナ禍に伴う、外出自粛・運動の場の閉鎖・テレワークの急拡大等により、人々の身体活動量が減少した。特

に、高齢者では、社会的交流の低下とともに、フレイルや認知症のリスクが上がったと報告されている。一方

で、2021年はスポーツ実施率が過去最高を記録するなど予想外の報告も出てきている。海外では、経済的に豊か

な地域に住む住民は、日常生活で減少した身体活動を余暇の活動で補っているが、貧しい地域の住民はそうでな

いことなどが報告されている。我が国でも、緊急事態宣言後の高齢者の身体活動の回復度合いは、社会的つなが

りによって違いがあることが明らかになっている。すなわち、コロナ禍に関連した身体活動量の変化には、社会

経済状況が関与している可能性があり、健康格差を拡大させてしまう懸念がある。このような状況を打破するた

めに、各地でオンラインを活用した運動の機会の提供が試みられているが、その検証は緒に就いたばかりといえ

る。本シンポジウムでは、最初にコロナ禍に伴う身体活動・運動・スポーツの変化について整理し、その

後、我々が行っているオンライン運動教室の実践研究について紹介する。
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コロナ禍が始まって約1年半後に実施された昨年度のシンポジウムでは、研究者や職能団体の立場から見た健康づ

くり運動の現状や課題、教育・指導現場における個々の実践事例を紹介して頂いた。その後、感染状況は刻一刻

と変化する一方で、エビデンスの集積は着実に進展している。そこで本年度は、オンライン化をはじめとする新

しい生活様式が心身の健康にどのような影響を及ぼしているかを、異なる専門領域の研究者による多様な視点で

評価するシンポジウムを企画した。まず、中高年における健康・体力の現状と課題を疫学調査により俯瞰したう

えで、オンライン化、ソーシャル・ディスタンシング、マスク着用、三密回避等により健康づくり運動の場がど

のように変わったのか、それらを運動の実践者・指導者がどのように捉えているか等を紹介して頂く。これらを

通じ、新しい生活様式のメリットを活かし、そのデメリットを最小限にして中高年の心身機能低下を予防する方

法を考えたい。
 

 

高齢者の ADLを維持することを狙いとする運動方法の模索
*竹島 伸生1 (1. 朝日大学保健医療学部健康スポーツ科学科)

＜演者略歴＞ 

1955年福岡県生まれ。中京大院修士修了、医学博士（愛知医大）。名古屋市大、鹿屋体大教授を経て2017年よ

り現職。1989年日本体力医学会学会賞受賞; 2020年運動器の健康・日本協会運動器の健康・日本賞 奨励賞受

賞、著書：ウエルビクスの勧め（ナップ）」論文 ほか。

 
動かない生活は、人の生理的脆弱性を来たしやすく、我々の調査からは介護老人福祉施設で動かない生活を継続

している高齢者における著しい進行性の筋量低下が示された。人は動くことが大切であり、 ADLの維持が期待で

きる。しかし、虚弱になれば動くことを嫌う高齢者も少なくない。このため動機付けや理解を深める丁寧な情報

の提示が改めて必要といえる。演者らは2000年から実施してきた地域公民館を拠点とする地域型運動、または家

庭型運動との併用は現在でも継続されている。移動が容易な場所に集い、一緒に運動を行う方法は、内発的動機

付けをもたらすための方法として効果的である。一方、コロナ感染で「集まる」という方法が選択できずに中止

を已む無くとの声が聞かれていた。家庭型（個人）のみやネット配信を使った運動方法も散見されているが、単

なる運動紹介では継続が困難というケースも聞く。今日高齢者に対する運動方法のあり方を改めて考える必要が

あり、その上で指導者の育成が急務といえる。また高齢人口の増加に伴い、自立度の評価を迅速、かつ簡単にで

きることが介護予防に必要と考えるが、現在取り組む赤外線深度センサーを使った自立度評価の試みも紹介した

い。
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健康福祉研究部会【課題 C】テーマ別シンポジウム／オンライン化で得ら

れる健康、失う健康
コーディネーター：大槻 毅（流通経済大学）
2022年9月1日(木) 17:00 〜 18:50  第1会場 (3号館3階301教室)

コロナ禍が始まって約1年半後に実施された昨年度のシンポジウムでは、研究者や職能団体の立場から見た健康づ

くり運動の現状や課題、教育・指導現場における個々の実践事例を紹介して頂いた。その後、感染状況は刻一刻

と変化する一方で、エビデンスの集積は着実に進展している。そこで本年度は、オンライン化をはじめとする新

しい生活様式が心身の健康にどのような影響を及ぼしているかを、異なる専門領域の研究者による多様な視点で

評価するシンポジウムを企画した。まず、中高年における健康・体力の現状と課題を疫学調査により俯瞰したう

えで、オンライン化、ソーシャル・ディスタンシング、マスク着用、三密回避等により健康づくり運動の場がど

のように変わったのか、それらを運動の実践者・指導者がどのように捉えているか等を紹介して頂く。これらを

通じ、新しい生活様式のメリットを活かし、そのデメリットを最小限にして中高年の心身機能低下を予防する方

法を考えたい。
 

 

「体験」と「健康」の捉え方
*久保 正秋1 (1. スポーツ＆レジャー研究所)

＜演者略歴＞ 

東京教育大学体育学部卒業　博士（体育科学）筑波大学 

日本スポーツ教育学会賞（1995）東海大学名誉教授（2016）日本体育学会賞（2019）　 

著書：「コーチング論序説」（不昧堂）「体育・スポーツの哲学的見方」（東海大学出版）

 
本シンポジウムでは、体育哲学の立場から「体験」の「健康」への影響を論じる。しかし「体験」と「健

康」、この言葉自体が曖昧である。「体験」は「経験」との相違が不明確であり、混乱した使用法が見られ

る。例えば「 peak experience」の日本語訳には「至高体験」「至高経験」の二つがあり混乱している。「健

康」は「病気でないこと」と思われがちだがそうではない。 WHOでは身体的、精神的、社会的「 well-being」を

「健康」としているが「 well-being」が何であるかは明確でない。よってまず、「体験」「健康」という言葉を

整理する。「体験」を「経験」へと推移する現象として捉え、その始まりである主客未分、脱自、思考以前の状

態を「体験」の原点と考えてみる。次に身体的、精神的、社会的「 well-being」が何であるのかを考え、「健

康」を規定する。そして「 well（満足/十分/適切）」な「 being（存在/実存/人生）」と「体験」の原点との結

びつきを考察し、そこに生起する「体験」の「健康」への影響を見ようとする。


